
令和4年度　着工

令和5年度　第一回計画変更

令和7年度　第二回計画変更

水利施設等保全高度化事業

な か じ ゅ り ん だ い ５

北 海 道 石 狩 振 興 局

（ 水 利 施 設 整 備 事 業 （ 基 幹 水 利 施 設 保 全 型 ） ）

変 更 計 画 概 要 書

中 樹 林 第 5 地区



中樹林第５地区 水利施設整備事業(基幹水利施設保全型) 変更計画概要書
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Ⅰ
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す
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内
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農
業
用
用
排
水
施
設

２　主要工事計画

事業種
現　　計　　画 変　更　計　画

○ 119.5 無
１．工法変更
・サージタンクに係る構造計算の照査により基礎杭が一部不
要となったことによる事業費の減。

・現場発生土処理を産業廃棄物処理から改良区ヤードへの堆
積とすることによる事業費の減。

２．受益面積変更
・畑地化に伴う地区除外及び地目の変更による受益面積の
減。

農業用用排水施設 中樹林第５揚水機場 1 基

Ⅰ
変
更
を
必
要
と
す
る
内
容
及
び
理
由

農業用用排水施設 ○ ○

78.9 19.6
延長（ｍ） 延長（ｍ）

98.5 有
事業種

農業用用排水施設 119.5 119.5

受益面積（ha）受益面積（ha）

(4)
農
業
用
道
路

農業用用排水施設 中樹林第５揚水機場 有
受益面積（ha）

0.751 98.50.751
受益面積（ha）

119.5

(6)
そ
の
他
改
良
保
全



３　事業費 1 目   的

区分

自 然 増 減

工法変更 2 （１）地域の所在

事業量変更

その他 地 （２）地域の現況

自 然 増 減 域

工法変更 の

事業量変更 所

その他 在

自 然 増 減 及

工法変更 び

事業量変更 現    エ　気　　象

その他 況 7.2 ℃ 16.8 ℃

自 然 増 減 1,126.1 mm 積雪深 213 cm 172 日

工法変更

事業量変更    オ　水利状況

その他

自 然 増 減    カ　営農状況

工法変更

事業量変更

その他  キ　地域環境の概況

自 然 増 減

工法変更 （３）地積及び受益戸数

事業量変更 地目

その他 区分

自 然 増 減

工法変更

事業量変更

その他

自 然 増 減 3 （１）事業計画内容

工法変更

事業量変更 基

その他 本

自 然 増 減 計 （２）環境との調和への配慮

工法変更 画

事業量変更

その他

自 然 増 減 4

工法変更

事業量変更 工 13 98.5 用水路（揚水機場） 1 基

その他 事

自 然 増 減 又

工法変更 は

事業量変更 管

その他 理

自 然 増 減 の

工法変更 要

事業量変更 領

その他 直轄管理

自 然 増 減

工法変更

事業量変更

その他

13

畑
     (ha)

その他
     (ha)

平均降水日数

計
               (ha)

石狩平野の中央部に位置し、内陸性気候で比較的温暖な地域であり、平坦な土地と自然環境に恵まれた
地帯である。

全体

現況 119.5

施工時に汚濁水の流出を極力抑えるように留意する。

事業量及び事業内容

農業用用排水施設

119.5

78.9 19.6

中樹林第５揚水機場

NO.2　

江別市

   ア　地　　形

   イ　地　　質

Ⅱ
変
更
後
の
概
要

水田・畑作・野菜等を基幹とする農魚生産が展開されている。

中樹林第5揚水機場は、昭和52年に道営かんがい排水事業により新設された口径600～１台の施設で、建築後約４４年を経過し、施設の老朽化や摩耗劣化が顕著になっ
ている。ポンプ設備の維持管理作業は北海土地改良区で行っているが、年々増加する傾向にあり、特に電気設備や補機類の老朽化が著しい。本事業により、機能保全
計画に基づいた予防保全対策として機械設備、電気設備、ゲート等の金物設備や建屋および導水路を整備するとともに、耐震診断の結果に基づき耐震補強を併せて行
うことで、施設全体の機能を回復させる必要があり、機能の低下した農業水利施設の長寿命化及びライフサイクルコストの低減と維持管理の省力化を図り、安定的な
用水機能を確保し、もって良質米の安定生産を進めていくため早急に整備を行う。

石狩川の支流である夕張川下流域沿いに位置した平坦地。

集積・水積により厚さ5ｍ程度の泥炭が形成され、主に高位泥炭土と低位泥炭土から構成されている。

湿地植物遺体により形成された泥炭土からなり、浅い位置からグライ層が出現する。

▲ 40,900

かんがい期平均気温

有

17

計画 98.5

無霜期間 5月 1日　から　 9月10日

平 均 降 水 量

   ウ　土　　壌

▲ 153,000

0

平  均  気  温

根雪期間 12月 1日－4月 8日

受益戸数
     (戸)

田
     (ha)

千歳川より国営道央地区揚水機場で注水された用水を本揚水機場より取水し、灌漑している。

▲ 40,900

管理団体名

有

北海土地改良区

計 654,000

29,000

▲ 153,000

0

施設名

造成又は改良
される施設の
管理方法等

489,100 △ 164,900

主　要
工　事
計　画

事業種

管理方法

受益戸数
（戸）

受益面積
（ha）

　農業用用排水施設による揚水機場の整備を行い、施設の機能回復・長寿命化を図り、安定的な用水供給と維持管理の省力かに
向け計画を推進するものである。

654,000 489,100 △ 164,900

29,000

Ⅰ
変
更
を
必
要
と
す
る
内
容
及
び
理
由

農業用用排水施設

事業種

現計画
（千円）

変更計画
（千円）

増減
（千円）

増減の内訳
（千円）

変更の有無



NO３

5 （１）換地計画樹立の必要性

換

地 （２）換地計画樹立の基本方針

計 ア　従前の土地の地積の基準

画

の

要 イ　農用地集団の方法

領

ウ　非農用地の換地方針

エ　清算の方法

 （ ３ ）　土地改良法第５条６項に規定する国有地等の編入承認に係る地積

ha ha ha ha ha ha

（４）換地処分の時期に関する特則

6

費 千円

用

の

概

算 千円

7 （１）事業効果

効

用

（２）事業の効用

8 （１）農業部門内における他の事業との関係及び調整方法 9　計画(変更）概要図

他

事

業 10　その他

と

の （２）農業部門外の事業との関係及び調整方法

関

係

　　別図のとおり

持続的発展 農村の振興

換地区
国有地 道有地 市町村有地

機能交換に係る土地

計

工期

計

農業用用排水施設

総所得償還率

効果項目

効果額

所得額

項目　　事業種

作物生産

1.32

1,825,012

総費用総便益比

換地区

品質向上

種類
非農用地区域

の位置の概略
その他面積

国産農産物維持管理

事業種 事業費
負担区分

換地の手法
換地取得

予定者

換地区
別団地の設定

地帯別、グループ

１戸当たりの目標団地数 区画畦畔の取り扱い位置選択

個人別換地の方法

条件差差積清算方式

一般公有地

千円

関連事業費 備考
その他

千円 費用の負担区分について

合計

63,119

95,716

95,716

千円

国 道

154,380

154,380

90,170

90,170

千円 千円

総計

308,760

308,760

180,340

180,340

農業用用排水施設  国50.0%、道31.0%、その他19.0%

（中樹林第５地区）

（中樹林第５二期地区）

費用の負担区分について

 国50.0%、道35.0%、その他15.0%

58,664

58,664

計
（千円）

85,715

営農経費

千円

R6～R727,051

27,051

244,550489,100

千円 千円

63,119

158,835

その他

該当なし

1.32

13.4 13.4

1,825,012

該当なし

総便益額(現在価値化)

増加所得償還率 - -

10,658

2,602

59,704 24,760

地区全体

Ⅱ
変
更
後
の
概
要

食料の安定供給確保

計

R4～R8

99,238

2,602

備考

△7,612

農業用用排水

11,728



「測量法に基づく国土地理院長承認（複製）R 7JHf 400」「本製品を複製する場合には、国土地理院の長の承認を得なければならない。」

変更内容

・サージタンク基礎杭の一部減

・現場発生土処理ヤードの変更

・受益面積減

受益面積減箇所

水利施設等保全高度化事業（水利施設整備事業（基幹水利施設保全型））

中樹林第５地区 計画変更説明図


